



序 人 間 と して大切 な もの
昨年の クリスマス ・イブに,私 の道徳教育論
を受講 していた教 え子か ら一編の詩が送 られて
きた。
大 きなことを成 し遂げるために
力 を与えて欲 しい と神 に求めたのに
謙遜を学ぶ ようにと,弱 さを授かった。
偉 大 な こ とが で きる ように と,健 康 を求め た
の に
よ りよい こ とをす る ように と,病 気 を授 か っ
た。
幸 せ にな ろ うと して,富 を求 め たの に
賢明 であ る ように と,貧 しさを授 か った。
世の人の賞賛 を得 ようとして,成 功 を求めた
のに
神 の助 けを知るように,失 敗 を授 かった。
人生 を享 受 しよう と,あ らゆ る物 を求 めた の
に
あ らゆる こ とを喜べ る ように と,い の ち を授
か った。









この詩 には題 名が ない。 『無 名兵士 の祈 り』 と
あ るだ けで あ る。 も し,こ の詩 に題名 をつ ける
と した ら,ど の よ うな題 が最 もふ さわ しい だ ろ
うか。
21世 紀 のル ール とマナ ーの欠如
21世 紀 のル ール とマ ナ ーは,い った い何 を基
準 に作 られた のか。 そ れが,な ぜ,守 られ ない
の か。神 が 与 えて くれ た命 や知 恵 を,な ぜ,人
間は粗末 に扱 うのか 。
ど う して毎 日,こ う も事件 が起 きるのか 。政
治 家 も,教 師 も,医 師 も,企 業 家 も一部 で はあ
れ人倫 の道 を守 ろ うと しない のか。
倫 理 学 は,学 問 と して一 つ の体系 を持 ってい
る。 しか し,象 牙 の塔 か ら出 よ う とは しな い 。
道 徳 は,時 代 に応 じて適 応 し対 応 して きた が,
学 問 と しての体 系 を持 たず,実 践力 は弱 ま って
い る。
私 は昭和33年 の 「道徳 の時 間」 が特設 され て
以 来の50年 間,道 徳 教 育 とか かわ って きた。 と
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くに道徳内容の黄金律 と呼ばれる 「汝,殺 すな
かれ」(生命の尊厳),「 汝,盗 むなかれ」(正 義),
「汝,嘘 をつ くなかれ」(正 直)と 良心の問題,
さらには公徳心の問題 に取 り組んで きた。
公共物 を平気で壊 した り,街 のいたる ところ
に落書 きを して美観 を損ねるなど良心 の問題 と
かかわる公徳心の欠如 は目に余る ものがある。
この ような集団生活に不可欠な 「公徳心」や
「良心」の問題 は,公 序 良俗 として深 く絡み合
ってお り,時 代 を超 え民族 を越えて不易の価値
と考 えられて きた。
理由は どうであれ,「 してはいけない ことは,
いけない」のである。 ところが,最 近 は 「放置
自転車禁止」の張 り紙があっても,平 気で 自転
車 を放置する。そこには罪の意識 も,良 心のカ
ケラす ら見 られない。〈自分 さえよければよい〉
とい う良心を喪失 した日本人の姿がそこにある。
これからの教育 は,こ の実態を前提 に して考
えなければ よくはならない。 口先でいかに道徳
教育 を唱 えて も,「 良心 の教育」 をマス メデ ィ
アも含 めて正面か ら取 り上げない限 り,殺 人 も
暴力 も嘘のマニフェス ト情報 も見抜 けない 日本
人が増 え続けるであろう。
冒頭に取 り上げた 「詩」 に見 られる ように,
人間の内面 を鋭 く見つめ,考 えさせる道徳の位
置づけが必要である。国内はもとより,世 界 の
どこかで 「い ま」 も人間が殺 され,殺 し合いが
続いている。 どこかが狂 っている。なにか大切
な ものが欠 けて しまった。 なにが欠けて しまっ
たのか。
じっと目を凝 ら して見つめていた ら古代神道
で 日本人が持っていた[清 く明 き心]が 見えて
きた。 この[清 明心]こ そ,か つて東洋 の礼の
国 と言われた 日本人が現代 に伝 える 「良心」で
あろうと思 う。
そこで,第1章 では 「良心の現状」 を,第II
章では 「良心の理論的背景」 を,そ して,第III
章はアメリカの 「キャラクターエデュケーシ ョ





には どの ような主人がいて,ど の ような経営 を
しているのか。
アメ リカのボクシ ング世界 チ ャンピオ ンで,
モハ メッ ド・ア リとい う男がいた。彼 はベ トナ
ム戦争 の とき,「 わた しは,ボ クシングはす る
が,人 殺 しは しない」 と言い切 り,軍 隊 に入隊
することを拒否 した。マス コミ各紙は,こ れを
「良心的兵役拒否者」(conscientiousobjector)
と呼 んだ。良心的兵役拒否者 とは,宗 教的,哲
学 的,思 想 的,政 治的信条に基づ き,武 器を取
ること,あ らゆる軍事訓練,兵 役 を拒否するこ
とをいう。この場合は,兵 役拒否の代償 として,
一定期 間
,非 軍事的任務た とえば公共の仕事 に
従事することなどが義務付けられ る。
この ような良心的兵役拒否が多 くの人 に支持
されるな らば,い まのテロとテロに対する復 讐
と報復 の繰 り返 しによる殺人はな くなるであろ
う。いつの時代 で も権力者 の利害の犠牲になる
のは弱者である。 この場合 の権力者 の 「良心」
は どうなっているのか。そこの ところを抜 きに
して道徳 は語れない。
日本では敗戦後,儒 教は封建道徳 として公立
学校では省み られ な くなったが,儒 教思想 は政
治倫理 とも強 く結びついていた。かつての政治
家の中には,率 先 して 「仁」 を重ん じ,「礼」 を
正す政治 を行った人 もいる。
孟子 は 〈側隠の心 〉を取 り上げ 「良心 を放失
する政治は,山 の木 を斧で伐 って しまうの に似
ている」と説 き,朱 子 は 「良心 とは本然の善心,
即ち,い わゆる仁義の心な り」 と注 して,〈仁義
の良心 〉を強調 している。
この ように,儒 教の教 えは上 に立つ政治家 に
対 して良心の資質を求めていたのである。 とこ
ろが,洋 の東西 を問わず今 を時め く政治家 は,
自分の子供や家族 に正義 と良心 をどのように教
えているのであろ うか。 また現代の親 は,子 供
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の幼児期 にどの ような良心の教育 を施 している
のだろうか。家庭 における良心 の教育 こそ人格
形成の根本であると思 うのだが…。
お天道 さま とお 月 さまの教 え
私 は 「良心 の授 業 」 を行 うと き,導 入段 階 で
学生 に次 の こ とを指示 す る。
「さあ,い ま,こ こで,あ なた方 は,あ なたの
良心 を机 の上 に置 い て くだ さい」。
す る と,ほ とん どの学 生 は困惑 す る。 キ ョ ト
ン と してい る顔 も見 える。
「そ う,良 心 は見 え ませ ん。取 り出す こ ともで
きませ ん。"根 っ こ"と 同 じです。 だか ら,取 り
出せ ば枯 れて しまい ます。 人 問の"根 っ こ"は
良心 で す。 したが っ て,こ れ が,枯 れ た と き,
人 間 は どうなるか,分 か るで しょう1」 。
ここか ら,「 良心 の教育」 に入 る。
最近,小 ・中学生 か ら大 学生 までス ーパ ーや
書 店 な どで の万引 きが増 え ている と聞 く。
私 の了供 の 頃 はa黙 って隣家 の干 し柿 な どを
盗 もう とす る と,祖 母 が,昼 間 は 「お 天道様 が
見 てい る よ」 と言 い,夜 は 「お 月様 が 見 てい る
よ」 と柿 の実 一個盗 むの に も祖 母 の声 が 聞 こえ
て きた。何 か を盗 む こ とは,た め らった もの だ。
祖母 の一・言が 私 の 中 にい る もう一 人 の 自分 の 良
心 を刺激 し,悪 事 を思 い と どま らせ たのであ る。
い まで は,「 お月様 が見 てい るよ」 とい う言葉
は死 語 に近 くな った。 したが って,良 心 の呵 責
とい う言葉 もあ ま り使 われ な くな った。
良心 の呵責 とは何 か。 悪 い と知 らず に,あ る
い は,悪 い と知 りなが ら も悪 事 に手 を染 め た場
合,そ の結 果 に対 して 「や は り,や らなけ れば
よか っ た」 と後悔 の念 が よ ぎる。心 の どこかが
チ クチ クと痛 む。 これが 良心の呵 責 であ る。
勧善懲悪の虚像 と実像
道徳的な価値が対立する葛藤場面では,し ば
しば 「善か,悪 か」の二者択一 を迫 られる。
映画やテレビの 「勧善懲悪」 ドラマ といえば,
長寿番組の 「水戸黄門」が挙 げられ よう。なぜ,
この番組 に人気 が集 まるのか。これは言 うまで
もな く,正 邪善悪 をはっきりさせ,け じめをつ
けるスーパーマ ンがいて,正 直者 と正義の味方
を容認するか らである。
一方
,悪 代官(こ れは,現 代の権力 と金力 に
しがみつ く政治家 を連想 させ る)や,大 江戸の
悪徳商人(現 代 の武器や ミサ イルなど殺人兵器
を製造販売 して儲ける 「死の商人」)を懲 らしめ,
「悪いことは,悪 い」 と断罪す るところが庶民の
共感 を呼ぶのであろう。
しか し,現 実は どうか。善 と悪 はこのように
割 り切れるものではない。善 と分か っていても
実行で きないのが人間である。 また,悪 と知 り
なが らも流 されて しまうの も人間である。ここ
で大切なことは,こ の流 されてい く過程 におい
て,「 迷い」が生 じたか どうかである。この 「迷
い」 こそ,私 は良心の呵責であると考 えている。
良心の呵責 とは,自 己が 自己を裁 き,自 己が
自己に道徳上の判定 を下す ものである。仮に他
か らの刺激が契機 になったとして も,自 己の内
奥 にやま しさを覚 え,自 己の良心 に痛みを感 じ
ない限 り,そ れは,良 心の呵責 とは言 えない。
自己が正邪善悪 を自 ら判断 し,悪 への衝動 を
断 ち切 る強い意志 を持 つ とき,「 良心が うず い
た」,あ るいは,「 良心が覚醒 した」 とい うので
ある。
良心の うずきとは
良心 には,悪 を悪 として退ける意思 として作
用す る場合 と,善 を善 としてうなが し,こ れ を
伸 ばす意識 としての役割 を果たす両面 を持 って
いる。
たとえば,「 良心の"う ず き"30年 」 という見
出 しで昭和62年(1987年)11月24日 に読売新
聞が取 り上げた記事がある。小見出 しに
子 供 の ころ,10円 の キュー ピー を盗 んで し
まった。小岩 の派 出所 に女性 の手紙 。
「せめ てお金 を」。500円 札届 く。
とあ る。 大体,こ の見 出 しで お分 か りだろ う
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が,お おむね,次 の ような内容であった。
「30数 年前 に小岩駅近 くのお もちゃ屋 さんか
らキュー ピー人形 を盗んで しまいま した」。 と




を返 したい。 『早 く返せ ばと思 いなが ら,今 に
なって しまった。未だに良心の呵責 に悩 んでい
る』。『どうか』を3回 も繰 り返 して,返 済 を強
く願 っている」 という手紙の内容 だった。
さっそ く同署で店 の持 ち主探 しを始めたが,
得意の聞 き込み捜査 も,人 が変わ り,町 並み も
一新 され
,流 れ去った時間の壁の前に難航気味。
「下町人情のこもったお金だけに,な ん とか した
いのだが…」 と,手 がか りを求めている。 とい
うものであった。縦書 き二枚 の便箋 に黒 インク
で書 かれたこの女性の手紙は,な にか,ほ のぼ
の とした ものを感 じる。「人間まだ捨てたもので
はない」 とい う気持ちにもなる。
この記事か らも分かるように,道 徳的 に正邪
善悪 を判断する意識の基礎 は良心 にある。 した
がって,良 心 の教育 な くして道徳教育はあ りえ
ない。
それでは人間の良心 は,い つ,ど のように形
成され,覚 醒されるのであろうか。
II良 心の論証
(つ 哲学 か ら見 た良 心
良 心 とは,『 哲 学 事 典 』(下 中弥 三 郎 ・平 凡
社 ・1954年)に よれ ば,「 善 悪正 邪 を判 断 し,
邪 悪 を悔 い退 け,正 善 を意 思 す る知 ・情 ・意 の
統 一 的意識 」 と定 義す る。 この定義 づ け につ い
ては,後 段 で改 めて触 れ るこ とに したい。
良心 は英語や フラ ンス語で はConscience,ド
イ ッ語 で はGewissen。 これ は,ギ リシ ャ語 で
良心 を意味 した シュ ネ イデー シス(Syneidesis)
や,ラ テ ン語 の コ ンシエ ンテ イア(Conscientia)
の 自知(知 識)と か 自覚(認 識)の 意味 が語 源
とな って い る。 したが って,道 徳 的 に正邪 善 悪
を判断す る意識 としての良心 は,そ のまま道徳
意識 と呼ぶ こともで きよう。
道徳意識 とは,自 己自身 を引き裂 くこと
この 「道徳意識」 についても 「哲学辞典」(前
掲)は,次 のように解説 している。
「悪 い結果 をこうむるの は衝動 のままに行動
するか らだ,と い う知識が社会的に条件づけ
られて習慣化 されてお り,こ の ような認識に
よって,あ る行動 の傾 向が禁止 されている感
情的色調の状態 を道徳意識 とい う」。
また,道 徳 意識 は 『新版 ・心理学 辞典』(平 凡
社)に よる と,次 の よ うに なる。
「道徳 意識 」(MoralConscience)と は,道 徳
性 を構成 す る要素 で,道 徳 的原 理 や基準 につ
いて の認識,感 情,意 思 の働 きを統合 して言
う。 道徳 的原 理 につ い ての認識 は,道 徳 的判
断(MoralJudgment)と 呼 ばれ資料 が得 やす
いた め に心理 学で は こち らに集 中 してい る。
と補足 し,こ の道徳意識 とほぼ同 じ意味に使わ
れるもの として良心があると説明 している。
道徳意識 としての良心は,し たがって,自 己
自身に関する道徳的な判断を自己自身の内から
生起す るものでなければならない。
このことについて,西 谷啓治 は 『ブリタニカ
国際大百科事典』の なかで,「 自分 の行為 を良
心的に反省する とい う場合 には,利 益や名声や
幸福 な どとい う観点は,問 題のほかになる」 と
述べ,衝 動の ままに行動 した結果 を自己弁護す
るのではな く,「 自分がいか にあるべ きか」 に
ついて直視する ところに良心は形成 されるので
ある。つ まり,自 分 の利益や幸福 だけを追求す
るのではない。根本 的に自己その もの,自 己の
実存 を問題 とす る。自己が 自己 自身について判




を強 くもつ。 した が って,そ の反省 には 「自己
自身 を二 つ に引 き裂 く」 とい うよ うな苦 痛 も伴
うので あ る。
M・ ハ イデ ッガーの良 心 の呼び 声
こ の 良心 の苦 痛 をマ ル チ ン ・ハ イ デ ッガ ー
(1889～1976)は,「 良心 の呼 び声 」 とい った 。
良心 の呼 び声 は,現 存 在 を 「責 あ る もの」 と し
て 呼 びか け,現 存 在 が存 在 す る限 り,い つ も
「責 を持 ち」,「 良心 を持 と う とす る」 こ との 決
意性 にあ る,と 述べ てい る。1)
この 良心 の呼 び声 は,自 己 自身 に対 す る誠 実
と勇 気 と責任 を必 要 とす る。 また,そ れ は,自
立 的態度 を必 要 とす る ところか ら,自 己分 裂 の
苦痛 と して よ り高 い 自己統 一へ の 回帰 を図 る こ
とで もあ る。 自己統 一 の 回帰 とは,自 己 が非 本
来 的 な 自己(自 分 自身 を失 っ た 自己)か ら,本
来 的 自己 に帰 る こ とであ る。
他 人 に代 わって も らうこ とので きない真 の 自
己 を知 る とい う意味 で は,良 心 は 「自 らを知 る」
とい うこ とであ り,ソ ク ラテ ス(Sokrates)の 弁
明 「汝 自身 を知れ」 に相通 じる ものであ る。
良 心 は決 して一 ヵ所 に留 ま る もので は ない 。
状 況 に応 じて対 応 を迫 られ る。良心 の働 きは先
に も述べ た とお り,道 徳 的判 断で あ り,自 己 自
身 の善悪 に対 す る判 断で あ る。 その 限 りにお い
て は,客 観性 とい うよ りも自己が 自己 に道 徳 上
の判 定 を下 す裁判 官 の役 割 を果た す。
良心の法廷 と至高の場所
良心の判定は,カ ン トのいう 「人間の内心 に
ある法廷」で行 われる。それは,自 らを欺かな
いとか,自 己の悪 を自己の前 に隠 さないという
法廷における証人の証言 と一致する。以上のこ
とか ら,人 間が良心的であるとい うことは,人
間が信頼 しあい,自 己 に忠実である という関係
において不可欠であるといえよう。
良心 の呼び声 は,自 己の内奥か らの声である
と同時 に,E・ シュプラ ンガーによれば,そ れ
は 「神 の声」で もある とい う。自分 自身の神 と
対話 をする場 として,シ ュプランガーは良心 を
至高の場所 と考 えた。2)
この ことについてハ イデ ッガー も,「 良心の
呼び声は私 から,し か も私 を超 えてや って くる」
と,良 心の声 をあたか も神の声,超 越者 の声 と
捉 えている。
この 「良心の声」 について,相 賀徹夫が興味
深い分析 を行 っている。3)
① 顕在 的な自己意識 を前提 にしたうえで,平
常は意識されない自己の深層か ら起 こる声。
② 自己 自身の善悪にかかわ り,こ れ を裁定す
る声。
③ 良心の声を失 うとき,人 間は自己の内面 を
失い,表 層だけの抜 け殻 となる。
これ らはカントが,実 践理性の 〈定言的命令 〉
と呼んだ本来的自己 としての良心 の考 え方 と相
通 じるものである。
(2)精 神分析 か ら見 た良心
精 神分 析 の考 え方 に よる と,澤 田慶 輔 は 「内
在 化」(Internalization)の なか で,良 心 は形 成
され る と説 明 している。4)
「親の しつけが子供 によって取 り入れられ,最
初 は外 なる親の声 であった ものが,や がて,
子供 自身の内からの声(良 心)と 感 じられる
ようになる変化の過程である。
この内在化 が起 こるため には,子 供が親 を
愛 し,尊 敬 し,親 のようにな りたい という気
持ちを持つことが重要である」。
つま り良心 は,子 供が親(教 師)と の信頼関
係のなかで内在化 され形成 されるのであると説
く。
フロイ トの良 心 は,自 我理 想 の番人
精神 分析 の創 唱者 フ ロイ トは,抑 圧 の心理 に
関連 させ て,自 我 理想(Ichidea1)あ るい は,理
想我(ldealich)の 概 念 を導入 し,良 心(Gewissen)
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とは,「 自我 理想 の番人」 で あ る と指 定 した。5「
この 自我 理想 の形 成 を刺激 す る もの は,声 に
よ って媒 介 され る良心 の批 判 的影 響 で あ るが,
この良心 は さ らに時 が経 つ につ れ て教 育 者 や教
師,そ の他,無 数 かつ漠 然 た る周 囲 にい る多 数
の人 々が加 わ る とい う。・・
この ように フ ロイ トは理想 的 な 自我 を形成 す
る要 素 と して良心 を取 り上 げ たが,そ の 良心 を
「超 自我 」(Superego,uberrich)と 呼 んだ。71
「エディプス ・コンプレックスが強ければ強い
ほど,ま た,そ の抑圧が加速度的(権 利,宗
教,授 業,講 義の影響 を受けて)に 行 われれ
ば行 われるほ ど,の ちになって超 自我 は良心
として,お そ らく無意識的な罪悪感 として 自
我を厳格に支配するであろう」
と述 べ てい る。8;
さ らにフ ロイ トは,超 自我 の形成 ない し良心
の 発 生 につ い て,『 続 ・精 神 分 析 入 門 』(1932)
の なかで次 の ように語 ってい る。
「哲学者カ ン トは周知 のご とく,星 繁 き空 と
我 々の内なる道徳的良心ほ ど神 の偉大 さを心
ゆ くまで証明するものはない という箴言を吐
きま した。… しか し,良 心 に関 して言 えば,
神 は不揃 いで粗略な仕事 をなし給 うた とい う
べ きであ ります。…良心 は我々の内なる もの




無道徳的(a.moral)な 幼児が外 的権威(両 親の
権威)に よって内面化 し,超 自我 を形成する
なかで良心が発生すると見ることもできます。
そ して,そ れはやがて同一化(Identifizierung)
が行われるなかでiあ る自我が他の 自我 と同
化 し,そ れを模倣 し,自 分 の中に取 り入れる
ことによって新生の価値体系 に従 う良心がつ
くられてい くのです」。
この新 しい良心 をシュプランガーは,「 良心の
良心」 と呼んだが,精 神分析の考 え方からする
と,両 親 と教 師,教 育者,理 想の人々 との同一
化 の繰 り返 しの中で,新 しい良心 と的確 な現実
認識が生 まれ,自 己指導がそこに展開される と
い うことになる。
E・ フロムの良心 形成論
こ の よ う な精 神 分 析 的 な 考 え を取 り入 れ つ
つ,ネ オ フロ イデ ィズ ム を克服 し,社 会心 理 学
に独 自の展 開 を見 せ た のがエ ー リ ッヒ ・フロム
(ErichFromm)で あ る。 フロム は 『人 間た る こ
との ために』(ManfbrHimself・1947)の なか で,
良心 を 「よい良心」(goodconscience)と 「や ま
しい 良心 」(gUity-CnSCienCe)と に分 け,両 面 か
らこれ を捉 えてい く。
①権 威主 義 的良心(AuthoritarianConscience)
権威 主義 的 良心 とは,良 心,国 家 あ るい は一・
つ の文 化 で,そ の と き,た また ま外 的権威 とな
って い る ものが 内面 化 され,内 なる声 となっ た
もの をい う。 そ れ は,従 順,自 己犠 牲,義 務,
社 会的適 応 にか か わ る もの で あ り,フ ロ イ トの
い う超 自我 に当た る。 しか し,フ ロム は これ を
あ くまで も良心 の一形 式 に過 ぎず,良 心 の発 達
にお け る予備 段 階 と してい る。
② 人間性 的良心(Humanisticconnscience)
人 間性 的 良心 とい うの は,権 威 に よって内面
化 され た声 で はない。 あ らゆる人 間 に存 在 す る
もので,外 的 な制 裁(罰 の恐怖)や 褒 章(褒 賞
の希望)に よる もの で はな く,そ れ らか ら独 立
した 自分 自身 の声 を言 う。 した が っ てそ れ は,
人 格全 体 の反応 で あ り(知 性 の反応 だけで は な
い),感 情 的 な性 質 を持 つ とい わ れ る もの で あ
る。別 言 すれ ば,わ れ わ れ 自身 に対 す るわ れ わ
れ 自身 の反作用(re-action)と い うこ とになる。
人 間 の 自己 関 心(self-interest)と 保 全 性
(integrity)か ら くる生産性 と調 和 的 に発 達 す る





きるとい うこと』など多数の著作 の中で,現 代
社会における人間性 の問題 を追及 して きたフロ




実存哲学者ハ イデ ッガーは前述 した ように,
「本当の自分であ りうることを証するもの」が良
心であるとした。
日常生活 における現存在(自 分 自身)の 「ひ
と」への没入は,現 存在が 「ひ と」 と呼ぶの と
は全 く正反対 に,「 呼ぶ声」 を聞 き取 ることに
よって可能 となる と考え,こ の ように 「呼ぶ も
の」が良心であると考えた。
それでは,い つ現存在が呼ぶ ものになるのか。
このことについてハ イデ ッガーは 「良心は,た
だ絶 えず沈黙 というや り方で語る」としている。
それが,本 来的自己を呼 び戻す声 だと言 うので
ある。
E・ シュプ ラ ンガーの良心 の覚醒
ドイ ツの哲学 者 また教 育学 者 と して も広 く知
られ るDr.EduardSpranger(1882～1963)は,
ペ ス タロ ッチ ,フ レーベ ル研 究 の 第一 人者 で あ
り,1936～1937年 に 日独 交換教 授 と して来 日し
てい る。
晩年 のシ ュ プラ ンガ ーは,教 育 の終 局的 目標
に 「良心 の覚 醒」 を位置 づ けた。
シュ プラ ンガー は,『 魂 の魔術 』(1949)の なか
で,「 終 局的 に人 は 自分 自身 と出会 うが,こ れは
耐 え ざ る自己省 察 に よって行 わ れ る」 と指摘 す
る。 また,『 人 間生活 と人間性 の問題』(1963)を
通 して,「 神 は人 間の孤独 な魂 をい かに して語 る
の か,神 はた だ人 間の 中 に宿 ってい る良心 の声
を通 しての み理 解 され る こ とが で きる」 と述べ
るのであ る。ここにおいて良心 は,「魂 ・対 ・魂」
の仕 方 と して関 わって くる。
教育について もシュプランガーは魂の問題に
触 れ,教 育は物 を動かす ことではな く,魂 を動
かす ことa人 の魂 を目覚め させ ることを強調 し
た。
これはモ ンテ ッソー リや0・Fボ ル ノーの
「覚醒論」 に影響 された ところが大 きい と思わ
れる。良心の問題 を通 して人間の心の内奥へ と
迫 る彼の垂直次元への切 り口が見えて くるよう
である。
シュプランガーが 『小学校 の固有精神』の著
作 に取 りかかった時代 は,第 二次世界大戦で ド
イツが敗戦による混迷期 にあった。ll)
かつて,ド イツがナポ レオンに占領 された と
き,フ ィヒテ(1762～1814)は 「ドイツ国民に
告 ぐ』 を著 して,「 良心 は我 々が無限 なる もの
から由来するところの光明である」と呼びかけ,
祖 国の再建 を訴えた ように,シ ュプランガー も
また,こ の著作 によって敗戦後の ドイツを教育
に より再建の足がか りに しようと試みたのであ
る。





育(日 本では小 ・中学校 に当たる)12)に 着 目し,
小学校は一・つの小 さな固有世界であ り,年 齢相
応の共同社会の小王国であると考 えた。そ こで,
固有世界の中心 に 「良心 の教育」 を置 き,外 界
世界の架け橋 として,倫 理的な状況のモデルを




・人間の心の最内奥 に位置 し,各 自の行為を
裁 き,か つ,正 す倫理的な場である。
・高 き愛の発露する場である。
・神 と出会 う場である,
つ ま り,良 心の声 に目覚めて こそ人は自律的
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な人間とな り,心 の自由を得る というのである。
それは 「良心の自由」 と醤ってもよいであろう。
すべ ての教師の最 も高尚な務 めとする ところ
は,被 教育者の心の奥底 に眠るこうした良心 を
目覚めさせるこ とにある。 この発想は ∫・ル ソ
ーの 「内部感情」 またはペス タロッツィの 「内
部感覚」に近い。そこでは,人 間の最 も高い 自
我が宿 り,純 粋 の愛が発露するか らである。ま
た,行 為 の正邪 を審判する神 と出逢 う唯一の場
で もある。
シュプランガーが考える良心 は,一 般 に人 々
が考 えるような観念的な もので はない。 自己の
最 も身近 な存在 として,「 良心に忠実 に生 きよ」
と呼 びかけ,常 に生 きて実感 されるものである。
したがってそれは,「 自分 のなか にある もう一
つの自分 との対話であ り,具 体的状況の 中で よ
りよい方向へ と指示 し,自 分 自身を見失 うまい
とす るものである」 と定義す る。
また,シ ュプランガーは 『良心の教育』の方
向づけを3段 階で示 した。
まず,第1段 階は,「 良心への教育」。 まだ目
覚 めてい ない良心 を目覚めさせるように導 くこ
とである。続いて第2段 階が 「良心の教育」。い
ちど目覚めた良心 に対 して,内 なる声 を聞 くこ
とである。そ して,第3段 階は 「良心の良心」。
良心の上位 にもうひとつの新 しい良心 を加 える
ことである。それも,よ り高次元の ものを積木
を乗せ るように積 み上 げてい く過程 を通 して,
良心 は強められ,高 め られると説いたのである。
良心 とは迷 うこと
この第1段 階から第3段 階へのステップを登
る途 中で,と きには立ち止 ま り迷 うのが人間の
姿であろ う。この迷いを吹っ切ることによって
次の段階へ進むことがで きる。
それでは,ど うすれば迷 いを断ち切 ることが
で きるか。百八の煩悩 を持つ人間が,迷 いか ら
脱却するのは容易 なことではない。 しか し,身
近な ところから言 えば,道 徳の黄金律(不 易の
原則倫理)に 照 らして,よ りよい方 向(向 上願
望)で 直面す る問題 をじっ くり見詰め,考 える
ことである。
迷い→熟慮→選択→実行→責任
上記の流れが良心 の行動基準 として考 えられ
る。とりわけ,熟 慮 と責任の問題 を重視 したい。
ここで,良 心が熟成 されると考 えられるか らで
ある。
よりよい人間の行動の基準 は,常 に相手の立
場 に自分 を置いて考 えるとい うことである。
一 自分 だった ら
,ど う感 じるだろうか。快 と




ひ と昔前の 日本で は,既 に述べ たが 「お月 さ
まが見 ている よ」 と言って祖父母や親 は,子 を
諭 した。誰が見てい まいと,も う一人の 自分が
見 ている とい うことを,月 になぞ らえて教 えた
のである。 この ような親の姿勢,社 会の慣習が
悪 に対す る敏感 さを養 い,悪 を退け,追 放 しよ
うとす る素朴 な良心 を育てていたのである。






物語 っている。子 どもの問題行動 を憂 う声 は,
世界各地に見 られるが,そ の根本 は道徳教育が
十分な効果を挙 げていないことに一因している。
日本では 「心のノー ト」 を配布 して,子 ども





「人格教育」,あ るいは 「品性教育」 とも訳 され
ているが,テ キサス州の 「市民性キ ャラクター
エデュケーシ ョン」 の実際 について解説書 は次
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の よ う に 述 べ て い る 。13)
「私 たち大人は 自分 たちの子 どもに何 が大切
か,価 値観 を与 える責任がある。その価値観
はひとつの信条や宗教 といった価値観ではな
く,時 の試練 に耐 えて きた価値,つ まり過去
において も真実であ り,ま た未来において も
真実であ り続けるような価値概念である。」
テキサス教育局 は,無 償 で 『テキサスのよき
市民を育てる』という指導教材 セットを小 ・中 ・
高等学校 に配布 している。そこには基本的なキ
ャラクター特性 として
① 信頼(正 直,誠 実,信 頼,忠 誠心を含む)
② 尊敬(黄 金律の教訓,忍 耐,親 切を含む)
③ 責任(勤 勉,経 済的独立,説 明責任,精 励,
セルフコン トロールを含む)
④ 公正(公 平,悪 い行いの結果認識,被 差別
の原則,偏 見か らの解放を含 む)
⑤ 思いや り(親 切,共 感,寛 容,同 情,熟 慮,
慈善を含む)
⑥ 市民性(愛 国心,忠 誠の誓い,ア メリカ国
旗への尊敬,公 共善への関心,権 威や法律
の尊重,地 域社会への配慮 を含む)
など,教 えるべ き価値 を明確 にしている。
人格形成の良心は道徳 の羅針盤
『人格教育のすすめ』の 〈まえが き〉は,次 の
言葉で始め られている。15)
「親は子供のため と思 って物質的なものを与え
たがるが,何 のために人生 を生 きるべ きか と
い う目的は教えて くれない」-17歳 の少年。
「われわれは5年 間,人 格教育(キ ャラクター
エデュケーション)を してきたが,こ こか ら
どこへ向かうのか」一 「人格教育」の会議に
参加 した教師。
ここでのキ ャラクターエデュケ ーシ ョンは,
上述 したテキサスのキ ャラクターエデュケーシ
ョンと区別す るため に,「人格教育」の会議に参
加 した教師 と表現 を変 えた。
この少年 と教師が求めているものは 「人間が
幸福 になるためには何 が必要か」 と言 うことで
ある。 どのような教育 を与えれば,人 間 として
成長 し本当の幸福 を獲得 できるかの問題 にかか
わっている。
そこで,い ったい何 がわれわれを本当の幸福
に導いて くれるのかの問いかけに対 し,親 は,
教師は,地 域社会 は何 と答 えた らよいのであろ
うか。
この ように,市 民 として身につけるべ き価値
を明確化 し指導 を強化 している世界の潮流に対
して,日 本の公立学校は未だに 「現代社会は価
値の多様化の時代」 などのうたい文句 に便乗 し
て,「 道徳の時間」 をなおざりにし,価 値 を明確
化せず,学 校崩壊の対処療法に追 われている。
アメ リカ教育改革の新 しい潮流 としてのキ ャ
ラクターエデュケーションは,入 格形成を最優
先課題 とし,『良心 の教育』を重視 している。
人格形成の中心目標では,「 われわれの人生の
課題 は,人 問性 を高 めることにある。そ して,
その人 間性 は,」迦 良心 に従って愛 し,生 き
る能力 によって決定づ け られる」 としている。
(傍線筆者)
活発 な良心 とやま しい良心
本書はその一つの有能 な案内役 として 「良心
の機能」 を取 り上げている。心情の衝動 を建設
的行為へ と導 くには,ま ず,善 と悪 を識別す る
こ とが必 要 になる。 これを前提 と して良心 を
「活発 な良心」 と 「やま しい良心」の二つの様
相 に分けて考 える。
活発 な良心 とは,内 的価値 に基づ いて行動 を
積極的に規制するだけでな く,常 に善 なる方向
を指 し示 し,破 壊的な行動 に対 しては警告 を与
える。それは,自 分のためではな く,他 者のた
めに生 きるようわれわれを促す ものであるか ら
である。
次 に,や ましい良心 とい うのは,自 責の念 を
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持ち,後 悔および犠牲者へ の共感 といった罪か
ら生 じる情緒不安や良心の痛みを指すのである。
作家のマーク ・トゥエインも,良 心の存在や
力 を疑わなかった。強 く活発 な良心 こそが,道
徳的行動 に導 く有能な案内役であると考えてい
たか らである。
それでは,良 心が弱い とどのような問題 を招
くのであろ うか。 まず考 えられるのは,他 の人
の要求 よりも自己の利益 を優先するようになる。
そ して,そ の人生のほとんどは,一 瞬の慾望を
満足 させ ることで占め られるであろう。
生得的な良心の強化




そこで良心 を育成 し強 くす るには,適 切 な指
示性 を もった道徳教育が必要 である。それは,
はっきりとした道徳的価値観 を説いて子供 たち
の良心 を覚醒 させ るものでなければならない。
良心 は生得的な ものである。その働 きは,す
でに幼児の中にも現れている。幼児はまだ良心
の合理的 な正当性 を明確 に自覚で きないが,単
純 な道徳的ジレンマ を扱 うことぐらいは普通 に
できる。 こうして,先 天的な感覚 として備わっ
ている良心 の働 きが教育を通 して強化する。つ
まり,良 心 は教育 を通 してのみ自己中心的欲望
を克服するほど十分 な強 さをもつ ようになるの
である。
世界の主要な倫理体系すべ てに共通す る普遍
的 な道徳的価値の一つが 「あなたが人に して欲
しい と思 うことを人にもせ よ」 という格言に収
敏 されるのである。
教育の大部分は,人 間の徳性 を形成するこ と
であるか ら,こ れ らの格言を書写 し記憶するこ
とも道徳性 を身につける一つとなる。
いずれにせ よ,教 育の 目的は,能 力 と良心の
両方 において,人 間を完全 なものにす るこ とに
ある。なぜ なら,良 心 をなくした能力 は最後 に
は崩壊 して しまうか らである。
人生における現実的で物質的な側面 にばか り
集中して,技 術や情報,富,地 位などを追求 し,
道徳的,内 的な事柄 を疎かに している と,ど ん
な満足感 も空虚で,は かないもの と感 じるであ
ろう。
人間生活 においては,道 徳的側面が優先 され
るべ きなのである。それは,人 間の心(良 心)
と体(物 質的存在)の 関係か らも理解で きる。
したが って,良 心的な生 き方は,実 用的な欲求
と,真,善,美,愛(聖)な どの内面的な価値
に対する関心 とのバランスを採 るところにある。
最後 に歴史家 トインビーの警告 を引用 してこ
の章 を終わることに しよう。
「われわれの物質的な力が大 き くなればなるほ
ど,そ の力 を,悪 のためでな く善のために使
用するために,わ れわれには優 れた識見や徳
性が必要になって くる。
われわれは,こ れまで物質的な力 を取 り扱
うの に十分 な道徳性 を備えるこ とはなかった
し,今 日,そ の道徳的ギャップは,過 去のい
かなる時代 にも増 して大 きくなっている」。
結び 大学生が とらえた良心
教職課程で道徳教育論 を受講 した学生たちは,
「良心」 をどのように捉えていたか。 レポー トに
まとめた一端 を事例 として紹介する。現代 の若
者が 「良心 をどの ように考 えているか」 を知 る
参考 になれば幸いである。
事例1良 心 の痛 み
「良心 が痛 む」。 この言 葉 の意味 を理 解 したの
は,い つ の頃 だ ったか。
小 さい頃 は,素 直 に純粋 な心 で物事 を と らえ
てい た と思 い ます。 「～ してはいけ ませ ん よ」 と
親 か ら言 わ れる と,「 それ は,し て はいけ ない こ
となん だ」 と認識 した。 しか し,そ れ は,善 と
悪 を判 断 してい たわ けでは あ りませ ん。
12G
良心の教育
「これ を した ら怒 られ る」 くらい の もの で しか
なか った ような気 が します 。
良心 とは,物 事 の善悪 を判 断 し,善 を しよう
とす る意識 で あ る と思 い ます。 つ ま り,善 か悪
か を自分 自身で 考 え る こ とが 出来 る よ うにな っ
た上で 「良心」 とい う もの が生 まれて くるので
しょう。
事例2カ ンニ ン グ
学校 のテス トで分 か らない問題 があ った と き,
隣の子 の解 答 を見 たい と思 った ことが あ った。
で も,そ れ は カ ンニ ングだ。 も し,バ レた ら
大 変 だ と分 か っ てい る。 それで も,見 て,写 せ
ば,点 数 は上 が って,先 生 や 親 に褒 め られ る。
両 者 の 間で,自 分 の 中で,葛 藤 が生 じた。 この
時,判 断す る上 で大 き くかか わ って きた のが良
心 とい うもの だ と思 った。
事例3「 つい」や 「ふ と」
人間はだれで も 「つい」や 「ふ と」一時的な
感[青で過ち を犯す ことが ある。悪 の顔が現 れ,
犯 した過 ちに対 して時が経 ち,再 び善の顔が現
れたときに,そ のことに対 して良心 の呵責 に陥
る。その とき,善 と悪が心の中で闘っている。
ここで悪 を引 き止めている ものが良心 なのであ
ろう。
心 で悪 い こ とを しそ うに なっ た り,自 分 を 自制
す る心(こ こで は"良 心"と 呼 び ます)が あ っ
て,自 分 を普段 の"善"の 方 向へ 戻 してい るの
で し ょう。
また,そ の逆 に,「 こいつ は根 っか らの悪 人で,
良心 の カケ ラ もない」 と呼 ば れ るよ うな重 い罪
を犯 した犯 罪者 が いた と します 。 この ような犯
罪者 に も私 は二面 性(善 と悪,さ らに は良心 も)
が あ る と思 い ます。
つい最 近 の例 を挙 げ ますが,中 学 生 の兄が 小
学 生の妹 の 頭 を鉄 の棒 で殴 る とい う悲 しい事 件
が起 こ りま した。 この兄 が 「根 っか らの～」 と
い う訳 で はあ りませ ん。身近 な例 と して こ こで
は挙 げ ま した。 ここでの兄 は"善"の 部分 や"良
心"と い う もの はなか ったの で しょうか。私 は
その ような こ とはない と思 い ます。 事件 の放 送
を聴 い た ところ,こ の兄 は 「殺 人サ イ トを見 て,
自分 もや っ てみ た くな った」 とい う理 由で,今
回の事 件 を起 こ して しまった とい うこ とで した。
イ ンター ネ ッ ト上 で無 責任 に も開か れ てい る
殺 人サ イ トとい う刺 激 の強 す ぎる もの を中学 生
とい う微 妙 な年 齢 で見 て しまっ た こ とで 自分 の
中で の 良心 で止 め られ る欲 望 を抑 え きれ ず に,
この ような事件 を起 こ して しまった のだ と思 い
ます。 これが 一般 的 にい う"キ レる"と い う現
象 なの では ないで し ょうか。
事例42つ の顔
人 間の心 に は2つ の顔 があ ります。 そ の1つ
の顔 を善 といい,も う1つ の顔 を悪 と呼 び ます 。
そ して,人 間の心 は この どち らか 一方 の みで満
た され る ことは な く,常 に この2つ の顔 が揺 れ
動 いて存在 して い るのです。さ らに人 間の心 は,
時 と して大 き く揺 れ,こ の2つ の顔 の一 方が心
を多 く占め る こ とが あ ります 。 この 時,ど ち ら
の顔 が心 を占め るの か。 これが 良心 とい う心 の
働 きか けにかか って い るの です。
事例5殺 人サイ ト
人間には二面性があって,ち ょっとした出来
事例7迷 い と良 心 は親 子の 関係
多 くの 「迷 い」 は,時 に良心 を狂 わせ,人 間
に悪 の行為 を もた ら します 。逆 に,悪 に行 きか
けた心 を,「 迷 い」 によって良心 に働 きか け,善
の行 為 を もた らす こ と もあ ります 。 お そ ら く,
「迷 い」 と良心 は親子 の よう な関係 に あ るの で
は ないで しょうか 。
事例8滅 びの道 にス トップ




て,そ の ため には,「 教育」 は知育や体育だけ
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でな く,人 間の良心 を今一度原点に立 ち返って,
見つめなお し,鍛 えなおすためにも 「徳育」そ
して 「良心の教育」が大切 にされなければいけ
ないと思 った。
事例9「 天 知 る」「地知 る」 「我知 る」16)
「天 知 る。 地知 る。 人知 る。我知 る」 と私 の祖
母 は,よ く言 って い ま した。悪 い こ とを して も,
必 ず 天 や大 地 は見 てい る。何 よ り,自 分 が一番
分 か ってい る こ となの です ね。 この言 葉 が私 の
良心 の基 に なってい る と思 い ま した。
事例10聖 戦 とい う殺 しと 自爆 する者 の良心
人 間は状 況 に よ り 「して は な らない こ と」 を
平 気 です る。 これ は正 当防衛 だ とい い,皆 もや
ってい るか ら と言 う。 そ して,そ の 「して は な
らない こ と」 は,「 して もよい こ と」 にす り変 わ
ってい く。
平気 で嘘 をつ く。平気 で物 を盗 む。略奪 す る。
平 気 で親 を殺 し,子 供 を殺 す 。何 か しらの言 い
訳 を作 り,相 手 の悪事 を暴 き,自 分 を奮 い立 た
せ て人 を殺 す。
「してはい け ない こ とは,究 極 的 に して はいけ
ない のだ」。そ の ような ことを して悲 し くはない
か。 人が 人 を殺す なん て…。 とて も,愚 か しい
こ とだ。想 像 してみ て欲 しい。 恋 人 が,親 が,
兄 弟 が,知 人 が,利 害 や怨 念 が絡 んで誰 か他 の
人 間 に よって殺 され る現実 を悲 しい と思 わ ない
か。
私 は,あ の9・11の 事件 をオ ンタイ ムで見 て
い たが,あ の と き,初 め て,色 々 なこ と を感 じ
た よ うな気 がす る。 聖 戦 とい って 自殺 した者,
そ の者 に よって殺 され た者,そ の者の 家族,そ
れ を見 て いて悲 し くな った私 。
あの光 景 を見 て,高 らか な笑 い声 をあ げた者
が い るだ ろ うか 。私 は この世 に一 人 もい ない と
思 うの だが …。皆 の体 内 には良心 とい う臓 器 が
あ っ たか ら,泣 い たの で はない か。 テ ロ リス ト
だ っ て,大 統 領 だ って,人 間 な んだ 。 だ か ら,
人 間 を殺 して笑 うこ となどで きない はず だ。
とくに身近な人の死は辛いよ。それが,わ れ
われ人 間が良心 を持 ってい る最 も分か りやすい
証拠だ と思 う。
人間は二面性 を持 っている とい う。で も,本
当は,一 面だけでいいんだ。裏がなければ表 は
ない。 しか し,そ の境 を取 り去れば表裏 はな く
なる。良心 だけがあればいいんだ。
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